
ヨ 回ナ に負 け な い

民
有
林
カ

ラ
松
４
材
×
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考
上
の
良
質
丸
太
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2020年 掃的2年 5月 19日 火に日

２
日
使
っ
て
も
切
れ
味
変
わ
ら
ず

Ｃ

ｏ
甲

１
中

ｌ
ｘ

切
削
工
具
や
耐
摩
工
具
の
専
門
商
社
で
あ
る
Ｃ

ｏ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
Ｘ

（旧

・
大
阪
工
機
、
大
阪
市
、
靭

川
重
昌
社
長
）
が
、
製
紙
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
原
料
チ
ッ
プ
向
け
に
高
性
能
な
チ
ッ
パ
ー
刃

を
開
発
し
た
。
２
日
使

っ
て
も
切
れ
味
が
変
わ
ら

な
い
ほ
か
、
良
品
率
向
上
や
原
木
量
削
減
を
実
現

で
き
る
た
め
、
今
後
注
目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

は「孔獅み‰螺輩脚醐
一畔初勝仰顕舛湖乾報蹴

一家
一
百
盟
ワ
≧
ヨ
の
る
可
み
ｎ

ｒ

習
Ｆ
し

ｙ
涎

長
野
県
の

カ
ラ
松
は
北

海
道
に
次
い

で
全
国
２
位

の
資
源
量
が

あ
る
。
伐
採

量
が
少
な
い

た
め
、
素
材

生
産
量
は
北

海
道
、
岩
手

県
に
次
ぐ
３

位
で
、

「長

野
の
カ
ラ
松

は
伐
ら
な
過

ぎ
た
」

（関

係
者
）
と
言

わ

れ

て

い

る
。
こ
の
た

め
林
齢
８０
年

生
以
上
の
資

％
と
１

・
６
倍
向
上
す

る
。
ま
た
、
ｌ
Ｂ
Ｄ

（絶

乾
）

ン
ト
の
チ
ッ
プ
を
生
産

す
る
の
に
必
要
な
原
木
量

が
、
標
準
の
チ
ッ
パ
ー
刃

で
２

・
５
Ａ
Ｄ

（生
）
ヂ

必
要
だ
っ
た
が
、
こ
の
チ

ッ
パ
ー
刃
を
使
用
す
る
と

１

・
８
Ａ
Ｄ

ン
ト
以
下
と
原

木
使
用
量
が
約
３０
％
削
減

す
る
。

た
が
、
今
回

開
発
さ
れ
た

チ
ッ
パ
ー
刃

は
実
働
６
時

間
で
２
日
間

も
使
用
で
き

る
。
刃
を
取

り
換
え
る
時

間
を
少
な
く

し
た
い
チ
ッ

プ
エ
場
の
要

望
に
応
え
る

た
め
、
約
２

年
の
試
行
錯

誤
の
後
に
製

品
化
が
実
現

ク
ワ
ザ
ワ
５
月
１８
日
付

▽
シ
ス
テ
ム
部
長

（
シ

ス
テ
ム
部
次
長
）
佐
藤
仁

紀

源
量
は
長
野
に
集
中
し
て

お
り
、
国
内
の
４５
％
を
占

め
る
全
国
首
位
だ
。
適
正

な
林
齢
構
成
を
維
持
す
る

う
え
で
も
伐
っ
て

・
使
う

こ
と
が
必
要
だ
。

林
家
は
カ
ラ
松
が
高
く

売
れ
た
時
代
を
知
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
材
価
の
低

迷
で
伐
る
の
を
た
め
ら
っ

て
き
た
。

こ
の
た
め
、
今
ま
で
は

国
有
林
、
県
有
林
、
町
村

有
林
の
公
有
林
が
主
体
だ

っ
た
が
、
近
年
、
民
有
林

資
源
が
充
実
す
る
と
と
も

に
、
材
価
も
上
昇
し
た
こ

と
で
自
分
の
代
で
換
金
し

た
い
と
考
え
る
林
家
が
増

え
て
い
る
。

刀ヒ
Ｆ口
腹炉
卜性
だ生
ナｆ
★？
卜い
情形
ラム

と
も
劣
ら
な
い
良
質
材
が

多
く
、
４
げ
×
３０
尭
ン
上
の

通
直

・
大
径
木
の
多
さ
に

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

る
。同

セ
ン
タ
ー
は
こ
の
ほ

ど
、
選
木
機
の
更
新
に
着

手
し
た

。
老
朽
化
が
進

み
、
い
つ
壊
れ
て
も
お
か

Ｃ

Ｏ
ｍ
ｉ

ｎ
ｉ

ｘ
が
開
発
し
た
良
品
率
向
上
や

原
木
量
削
減
を
実
現
す
る
チ

ッ
パ
ー
刃

台
金
Ｓ
４５
Ｃ
ヽ
サ
イ
ズ
は

右
勝
手
で
２
２
０
×
１
６

０
×
２０
、デ
。
現
在
、
刃
物

の
ラ
イ
ン
ア
ツ
プ

（在
庫

品
）
は
特
定
の
１
種
類
の

み
だ
が
、
今
後
は
２
、
３

種
類
に
し
て
年
間
売
上
高

１
０
０
０
万
円
を
目
標
に

全
国
展
開
を
図
る
。

「繊
維
の
長
さ
が
均

一

に
な
る
こ
と
で
、
製
紙
用

チ
ッ
プ
の
良
品
率
が
向
上

し
、
収
益
を
上
げ
る
こ
と

も
可
能
。
さ
ら
に
切
れ
味

が
長
く
持
つ
の
で
、
１
日

の
作
業
時
間
を
短
縮
で

き
、
空
い
た
時
間
は
機
械

の
掃
除
に
使

っ
て
ほ
し

い
」

（同
社
）
。

標
準
の
チ
ッ
パ
ー
刃
で

は
、
約
１
日
６
時
間
稼
働

で
刃
の
交
換
が
必
要
だ
っ

し
た
。

刃
先
は
特
殊
工
具
鋼

（
Ｈ
Ｒ
Ｃ
６０
以
上
）
で
、

佐
Ｈ電
刀
実
一伍
組
王
」
″
５
４

ず
、
手
検
知
で
行
わ
れ
て

い
る
。
新
設
機
は
こ
う
し

た
大
径
木
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
計
画
だ
。

′
夢
ヨあ
ク
ロ
本
２
え

】
マ

い
る
。
し
か
し
丸
太
の
出

口
が
塞
が

っ
て
お
り
、
先

行
き
不
透
明
感
が
募

っ
て

い
る
。

鵬水・滑止めOSB開 発 |

国内で試験繰り返す

クロノスパン

Ｏ
Ｓ
Ｂ
の
ク
ロ
ノ
ス
パ

ン
ト
レ
ー
デ
イ
ン
グ

（
ル

ー
マ
ニ
ア
、
オ
ア
ナ

・
ボ

デ
ア
社
長
）
は
、
撥
水

・

滑
り
止
め
処
理
し
た
野
地

用
Ｏ
Ｓ
Ｂ

「
ル
ー
フ
」
の

開
発
を
進
め
て
い
る
。
日

本
国
内
で
１
年
半
以
上
に

わ
た
り
第
二
者
機
関
で
繊

水
性
や
滑
り
抵
抗
値
の
試

験
を
重
た
結
果
、
既
存
製

品
に
比
べ
て
優
位
性
が
確

認
さ
れ
た
。

２
０
１
９
年
２
月
の
発

表
時
に
は
同
年
夏
に
発
売

を
予
定
し
て
い
た
が
、
ま

と
ま
っ
た
需
要
が
見
込
ま

れ
た
韓
国
の
経
済
が
減
退

し
日
本
向
け
の
開
発
に
方

針
を
転
換
し
た
。
そ
こ
で

入
念
に
試
験
を
進
め
、　
一

定
の
め
ど
が

つ
い
て
き

た
。ル
ー
フ
は
、
ア
ク
リ
ル

の
Ｕ
Ｖ
キ
ュ
ア
コ
ー
ト
を

麦
面
塗
装
し
た
も
の
で
、

塗
料
に
含
ま
れ
た
微
細
な

粒
子
が
収
縮
し
板
面
に
適

度
な
凹
凸
を
形
成
す
る
。

こ
れ
が
滑
り
止
め
に
な

り
、
同
時
に
ア
ク
リ
ル
で

あ
る
た
め
、
浸
透
す
る
水

分
も
綾
水
作
用
で
弾
き
返

す
。
Ｕ
Ｖ
樹
脂
は
無
色
無

溶
材
で
あ
り
、
ホ
ル
ム
ア

ル
デ
ヒ
ド
も
含
ま
な
い
。

今
夏
に
は

イ
タ
リ
ア
か

ら
Ｕ
Ｖ
を
吹

き
付
け
る
機

械

を

購

入

し
、
年
内
に

は
本
格
生
産

す

る

方

針

だ
。

掻
水

・
滑
り
止
め
処
理
の
野
地
用
Ｏ
Ｓ
Ｂ

「
ル
ー
フ
」

に
な
っ
て
く
る
。
２０
万
立

方
席
を
目
指
し
、
頑
張

っ

て
い
く
」
と
話
し
て
い

る
。
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築
の
設
計
支
援
事
業
開
始

の
記
事
中
、
秋
田
県
の
補

助
金
額

「
３０
万
円

（
定

額
）
」
と
あ
る
の
は

「３

０
０
万
円

（定
額
）
」
の

誤
り
で
し
た
。
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